
http://www.kaigokensaku.jp/40/index.php 長崎街道の宿場町に位置し、幹線から入った車の往来の少ない場所に、平屋でⅠ号館とⅡ号館のユニットがある。
管理者は認知症の在宅介護経験があり、認知症の理解がされていないことで地域で暮らすことが出来ないのではな
いか、理解が進むことで地域とともに、住み慣れた環境で「最後まで自分らしく」幸せに暮らせるのではないかとの強
い思いを持ち、開設している。職員も「自分だったら」との意識を持ち日々のケアを行っている。地域行事への参加や
地域サロンの開催、老人会や小学生との交流も継続的に行い、地域の方も気軽に訪問できる雰囲気づくりをしてい
る。敷地内には庭や畑があり、季節を感じながら、テラスでの日光浴や近隣の散歩を日課にしている。地域の方とは
顔見知りになっており、野菜をもって来てくれたり、気軽に健康チェックに訪れたりされ利用者とも馴染みの関係が築
けており、施設の開口の広い窓から道ゆく方に利用者が手を振るなどの交流もある。管理者は利用者、家族、職員、
地域のつながりを大切にしており、「地域とともに暮らす」ケアの実践が行えている事業所である。



防犯のため１９時から翌朝６時半までは施錠をしてい

る。研修会には交代で参加し、伝達研修を必ず行ってい
る。職員が自分たちの行う介護を検証するために事業

所内に防犯カメラを設置している。夜間センサーマット使

用は一名のみで、布団に鈴を付けるなどの工夫で対応
している。

２ヶ月ごとに実施している。運営推進会議は区長、社協

代表、民生委員、福祉委員、包括支援センター、家族会
代表２名、管理者、事務長、ケアマネジャーが参加して

いる。施設の状況報告を行い、近隣の方やサロンの利
用者など地域の方の情報も提供している。外部評価の

結果は報告をし、事業所内にも掲示をしている。

行政の行う認知症徘徊高齢者捜索模擬訓練に職員が

参加するなど協力関係を築いている。権利擁護事業を
利用する必要性のある利用者について市町村に相談を

行ったことがある。包括支援センターには運営協議会で
空き状況や利用者の状況、地域高齢者の状況を随時

発信している。

地域の行事にも積極的に参加し、週１回の地域サロン

も継続的に実施している。地域の方から自家栽培の野
菜の提供もある。食材として使用したり、管理者が調理

の方法を地域の方に教えたりもしている。地域の方が血
圧を測るなど健康チェックに気軽におとずれていて、日

常的に交流がある。







利用者一人一人に担当の職員がおり、日頃のかかわり
の中で本人・家族から思いや意向を聞き取っている。毎

月のカンファレンスでは職員全員で話し合いを行い、計

画作成担当は利用者の意向を反映した計画を作成して
いる。モニタリングは定期的な見直しに限らず必要に応

じて行うようにしている。



これまでに看取りは多く経験しており、管理者は利用者

が安心して最期をむかえることができ、家族も後悔のな

いように宿泊等希望に応えられるように準備している。
職員には看取りの教育や急変時の対応を常に伝えてい

る。事業所で最期を迎えられた利用者家族との交流が
続いている事例もある。



利用者の好みは日頃の会話から聞き取っている。畑で
採れたての野菜やご近所からの頂き物等を使い季節感

ある食事を提供している。利用者には下ごしらえなど出
来ることは一緒にしてもらっている。茶碗や汁碗、箸は

利用者が自宅で使い慣れたものを使用している。季節

の行事食や月に一回の外出時に外食をおこなってい
る。

火災時のマニュアルを作成し、夜間想定を含め年２回
の避難訓練を実施している。複数の職員が地域に居住

しており、有事の際の連絡体制や避難経路を周知して
いる。スプリンクラーの設置や必要品も備蓄している。

管理者は熊本地震でのボランティアで学んだことを基

に、より現実的なマニュアルを作成中である。

現在作成中の、より現実的に対応できるマ

ニュアルの完成を目指し、その内容に沿った
訓練の実施を期待したい。






